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ノート 

モンタンろうの脂肪酸及び炭化水素組成 
 

浅 野 成 子* 

 

１ 緒   言 

モンタンろう系ワックスのCharacterizationの一つの
試みとして，いくつかのワックスの炭化水素，遊離脂肪

酸などのガスクロマトグラフィーについては先に報告し

たが1），その後東ドイツ産の粗モンタンろうであるRO－
MONTAを入手したので，これと，U．S．A産モンタン
ろう，Hoechst wax ″S″（粗モンタンろうをクロム酸酸
化して得られ，モンタンろう変性ワックス製造の基礎と

なるといわれる2）酸化ワックス)。さらに粗モンタンろう
を蒸留漂白して得られるという Bleached montan wax
との，脂肪酸，炭化水素組成についての比較，検討を試

み，若干の新しい知見を得たので報告する。 

２ 実   験 

２・１ 試  料 
用いた試料をTable1に示す。 
 
２・２ 装置及び方法 

 

２・２・１ ＲＯＭＯＮＴＡの前処理 3） 
ROMANTAについては，粉砕後20℃でアセトン抽出を
行い，アセトン可溶分を樹脂分として除き，不溶分を再 

 び沸とうイソプロピルアルコールで抽出し，可溶分をワック
ス分とし，不溶分をアスファルト分として除いた。 

 
２・２・２ ケ ン 化 3） 

試料 3gにNaOH5g，メチルアルコール 150mlを加
えて，3時間還流加熱してケン化した。 

 
２・２・３ 薄層クロマトグラフィー（ＴＬＣ） 
TLCは前報 1）と同様に行い，炭化水素，遊離酸画分
を分取した。又，ROMONTA Hoechst wax ﾞＳ″につ
いてはケン化後の塩酸々性エーテル抽出物についても

TLCを行い，総酸画分を得た。さらに酸画分はジアゾ
メタンによるメチル化後，炭化水素画分はそのままで

ガスクロマトグラフィーを行った。 
 
２・２・４ ガスクロマトグラフィー（ＧＣ） 
GC条件は前報 1）に従ったが，カラム条件は，脂肪
酸メチルエステルは 160℃から，炭化水素は 120℃か
らいずれも 4℃/minの昇温速度で展開した。 

３ 結果及び考察 

３・１ 脂 肪 酸 
Fig.1にROMONTAの酸画分のクロマトグラムを示 

Table 1 List of samples 
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す。遊離酸も総酸も同じパターンを示している。即ち，

各ピークは C24～C34の直鎖モノカルボン酸を現わしてお

り，特に C28～C32の偶数酸が主で奇数のものはあまり含

まれていない。このパターンは，U.S.A 産粗モンタンろ
うであるMicrocrystallin wax Alpco montan wax Type 
16でも同様であったが，このものはROMONTAと比べ
て，奇数酸をやや多く含んでいた。 

Fig.2にHoechst wax "S"の遊離酸のクロマトグラムを
示す。ROMONTAと同じく直鎖モノカルボン酸がC22～

C34の主として偶数というパターンで含まれているが，こ

れ以外に一連のピークを含んでいる。これらのピークは

保持時間からみて，すべて同様の構造で炭素数の異るも

のと考えられる。この構造については，文献4）でクロム

酸々化されたモンタンろうではC28を最大含量とする一

連のジカルボン酸を含むとされていること，今回炭素 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.1 Methylated fatty acid fr. of ROMONTA 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.2 Methylated free fatty acid fr. of Hoechst 

wax"S" 

数の少い標準ジカルボン酸とモノカルボン酸を使って求

めたジカルボン酸メチルエステルのECL値が，ジカルボ
ン酸の炭素を nとすると，n+3.5となりこれをあてはめ
ると文献の炭素数と一致することから，ジカルポン酸と

推定した。従って″S″の遊離酸は C22～C34の直鎖モノ

カルボン酸と C14～ C34のジカルボン酸を含むことにな

ると思われる。このパターンはFig.3に示した総酸でも同
様である。ここで再び ROMONTA の酸画分のクロマト
グラムを検討してみると，やはり少量ではあるがジカル

ボン酸を含んでいると考えられる。従来，東ドイツ産の

粗モンタンろうにはジカルボン酸は存在せず，クロム酸 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.3 Methylated total fatty acid fr. of Hoechst 

wax ″S″ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.4 Hydrocarbon fr. of ROMONTA 
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酸化すると現われるとされていた 4）が今回の実験では，

粗モンタンろう自体にも少量は含まれているという結果

になった。（ソ連産粗モンタンろうについては，少量のジ

カルボン酸を含むとされている。3））Double bleached 
montan waxの遊離脂肪酸画分は，ROMONTAと同じく
偶数モノガルボン酸を主としていた。 
 
３・２ 炭化水素 
Fig.4 に ROMONTA の炭化水素画分のクロマトグラ
ムを示す。他の動植物ワックスと同様に奇数のものを主

としており，特にCarnauba waxの炭化水素パターン5）

と類似している。カラム液相にDexsil 300GCを使用して 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.5 Hydrocarbon fr. of Alpco montan wax Type16 

 いるので飽和，不飽和を区別できないが，文献ではn－
パラフィン以外にオレフィンも含むとされている。3,4）

しかし，今回分離したものの IRSでは，CC二重結合
による吸収はほとんど見られなかった。 

Fig.5にAlpco montan wax Type 16のパターンを
示す。ROMONTAがC31を最大ピークとしたのに対し

てC29が最大ピークとなっている。 
Fig.6にHoechst Wax ″S″の炭化水素のクロマト
グラムを示す。ROMONTA と同様のパターンを示し
ている。 

Fig.7にDouble bleached montan waxのFig.8に
Bleached montan wax Code Aの炭化水素のクロマト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.6 Hydrcarbon fr. of  HoechstRwax ″S″ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.7 Hydrocarbon fr. of double bleached montan wax 
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Fig.8 Hydrocarbon fr. of Bleached montan wax 

Code  A 
グラムを示す。 

Fig.9 に炭化水素の炭素数とその分布の比較図を示し
た。この中で″Doppelt Gebleichten Montan wachsst″
は，粗モンタンろうを蒸留漂白して製造したもので，文

献の組成値を図示したものであるが，恒温ガスクロマト

グラフィーのデータであるので炭素数の多い方について

はデータが得られていない。しかし今回測定したDouble 
bleached montan waxと比較するとき，この双方共に熱
分解のために粗モンタンろうに見られるような炭素数の

奇数，偶数の差がなくなり，炭素鎖長が短かくなってい

る点で，同様な製造過程によるものと推定される。この

両者の分布の型の差と，Double bleached montan wax
に見られる炭素数約40以上の存在については，その理由
は明らかでない。これに対して Bleached montan wax
と称するCode Aでは，炭素数分布が高炭素数側に移って
おり，モンタンろうに由来する炭化水素以外のものが添

加されているとみなし得るであろう。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.9 Composition of Hydrocarbon 
以上のように，酸成分に関しては，C14～C34の直鎖

ジカルボンを比較的多量に含む点がクロム酸々化の一

つの判定の目安になるであろう。又一方，その中に含

まれる炭化水素の鎖長とその分布から，他のパラフィ

ン系ワックスの添加を知ることができる。 
（本研究は第12回税関分析研究発表会で発表した。） 
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